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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年12月25日(2008.12.25)

【公表番号】特表2008-539043(P2008-539043A)
【公表日】平成20年11月13日(2008.11.13)
【年通号数】公開・登録公報2008-045
【出願番号】特願2008-509171(P2008-509171)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ  17/00    ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月1日(2008.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基端及び先端を有し、かつ少なくとも一部の内部をルーメンが延びる長尺状シャフトと
、該長尺状シャフトの先端近傍に配置され、かつフィルタを含む第１の塞栓部材とを備え
た第１の塞栓器具と、該長尺状シャフトはほぼ横方向に配置される開口を備えることと、
　基端及び先端を有し、かつ少なくとも一部の内部をルーメンが延びる長尺状シャフトと
、該長尺状シャフトの先端近傍に配置され、かつ前記第１の塞栓部材のルーメンの少なく
とも一部内に配置される第２の塞栓部材とを備える第２の塞栓器具と
を備える塞栓防止システム。
【請求項２】
　前記第２の塞栓部材が、前記第２の塞栓器具のルーメンに連通するバルーンを含む、請
求項１に記載の塞栓防止システム。
【請求項３】
　前記第２の塞栓部材が、前記第１の塞栓器具のルーメン内に配置される、請求項１に記
載の塞栓防止システム。
【請求項４】
　前記第２の塞栓器具の長尺状シャフトがハイポチューブを含む、請求項１に記載の塞栓
防止システム。
【請求項５】
　前記第２の塞栓器具の長尺状シャフトの外径が０．２５４～０．３８１ｍｍ（０．０１
０～０．０１５インチ）である、請求項４に記載の塞栓防止システム。
【請求項６】
　前記第２の塞栓器具の長尺状シャフトの外径が０．３０５ｍｍ（０．０１２インチ）で
ある、請求項５に記載の塞栓防止システム。
【請求項７】
　前記第１の塞栓器具の長尺状シャフトが、０．３８１～０．５０８ｍｍ（０．０１５～
０．０２０インチ）の外径を有するハイポチューブからなる、請求項１に記載の塞栓防止
フィルタ。
【請求項８】
　前記第１の塞栓器具の長尺状シャフトの外径が、約０．４０６～０．４８３ｍｍ（０．
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０１６～０．０１９インチ）である、請求項７に記載の塞栓防止フィルタ。
【請求項９】
　前記第１の塞栓器具の長尺状シャフトの外径が、約０．４５７ｍｍ（０．０１８インチ
）である、請求項８に記載の塞栓防止フィルタ。
【請求項１０】
　前記ほぼ横方向に配置される開口が、前記第１の塞栓器具の長尺状シャフトの先端から
０～５ｃｍの位置に配置される、請求項１に記載の塞栓防止フィルタ。
【請求項１１】
　前記ほぼ横方向に配置される開口が、前記第１の塞栓器具の長尺状シャフトの先端から
０～３ｃｍの位置に配置される、請求項１０に記載の塞栓防止フィルタ。
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